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児童発達支援センターとは

＜対象となる子ども＞
・身体に障がいのある子ども、知的障がいのある子どもまたは発達障がいを含む精
神に障がいのある子どもが主な対象です。

・児童相談所、市町村保健センター、医師等により、療育の必要性が認められた子
どもであって、手帳の有無は問いません。

障がい等の多様なニーズのある子どもを対象に、日常生活における基
本動作の指導、生活に必要な知識や技能の付与、または集団生活への
適応のための訓練を行う施設です。



児童発達支援センターは、地域連携、地域ネットワークの中核機関としての役割が求められています。
地域において障がいの種別に関わりなく適切な支援が受けられるよう、関係機関等と連携を図りながら
重層的に支援を行い、地域連携体制の構築を行います。
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子ども全般に関わる業務
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多様なニーズのある子どもたちの療育環境の向上と、地域社会
への参加・包容（インクルージョン）を目指しています。

・地域の中核的な療育支援機関として18歳までの切れ目ない支援をしています。
・巡回相談や保育所等訪問支援を行うことにより、地域支援に取り組み、地域の療育
の向上、障がいのある子どもの地域社会への参加・包容（インクルージョン）の推
進をしています。

・児童発達支援における重層的な地域支援体制の中核的な役割を担っています。
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保護者からの要請に応じて保育所等へ出向き、集団生活への適応に向けた助言・
指導を行います。

心身の発達に特別な配慮が必要と思われる未就学児に対し、日常生活の自立支援や
機能訓練等を通じて、社会への適応を促していくための支援を行います。

親子で来所し、小集団での活動や親子での遊びを通して、人とのやり取りや子ども同士のかかわ
りを学びます。また保護者が子どもに対して適切な関わり方が習得できるよう助言等を行います。

心身の発達において特別な配慮が必要と思われる子どもや、一般相談において経過観
察が必要と判断された子どもに対して、相談員による専門相談を実施します。

市内の学校や保育所等へ巡回相談や助言等を行います。また障がい児通所支援
事業を行う事業所へ巡回相談等を実施し、療育の向上を目指します。
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＊江南市委託相談



児童発達支援センターは、障がいのある子どもたちが地
域で育ち、地域で生活していくために必要不可欠な社会
資源のひとつです。これからもどうぞよろしくお願いし
ます。

多様なニーズを持つ子どもたちの
未来に向けて


